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新
屋
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
　
０

高
校
・大
学
と
も
に
ラ
グ
ビ
ー
全
国
制
覇
し
た

高
　
橋
　
陽
之
助

屋
衆
の
く
せ
に
大
し
た
こ
と
ね
え
な
』
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
頑
張

っ
た
。
身
体
が

大
き
く
な
い
分
、
相
手
よ
り

一
歩
で
も
先

に
早
く
動
く
動
作
が
必
要
だ
と
考
え
た
末

に

『
の
ば
こ
や
ま
』
の
遊
山
場
で
大
小
の

松
の
本
を
敵
に
見
立
て
、
左
右
に
ス
ピ
ー

ド
を
つ
け
て
走
り
抜
け
る
練
習
を
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
し
た
。
通
学
は
自
転
車
で

３
年
間
『
雨
に
も
風
に
も
負
け
ず
』
秋
工
～

自
宅
を
往
復
。
こ
れ
が
体
幹
を
鍛
え
て
く

れ
た
」
と
言
う
。

さ
て
、
優
勝
し
た
そ
の
夕

方
、
高
桑
部
長
や
佐
藤
忠
男

監
督
に
呼
ば
れ
、
早
稲
田
大

学

の
ラ
グ
ビ

ー
部

セ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
参
加
し
た
。　
一
緒
に

受
け
た
仲
間
の
中
に
、
後
に

総
理
大
臣
に
な

っ
た
森
喜
朗
も
い
た
。

め
で
た
く
早
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の

一
員
と

な
り
、
３
年
生
で
レ
ギ
ユ
ラ
ー
ポ
ジ
シ
ョ

ン
Ｃ
Ｔ
Ｂ
を
獲
得
。
秋
工
時
代
と
同
じ
背

番
号
１３
を
背
負

っ
た
。

昭
和
３３
年
、
早
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
大
学

日
本

一
に
な
り
、
関
東
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

立
教
、
青
学
、
法
政
、
中
央
、
慶
応
、
明

治
を
連
破
し
て
全
勝
優
勝
。
関
西
遠
征
試

合
で
も
同
志
社
、
関
学
に
連
勝
。
全
国
大

学
優
勝
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
る
朝
日
招
待

ラ
グ
ビ
ー
で
も
全
九
州
に
２０
対
Ｈ
で
勝
利
。

負
け
知
ら
ず
の
シ
ー
ズ
ン
を
経
験
し
た
。

早
大
卒
業
後
は
、
ト
ョ
タ
自
工
か
ら
の

誘

い
も
あ

つ
た
が
、
日
野
自
動
車
に
説
得

さ
れ
て
仕
事
と
ラ
グ
ビ
ー
を
両
立
さ
せ
、

全
日
本
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大
会
の
第
３
回

と
第
５
回
大
会
で
八
幡
製
鉄
を
破
り
、
２

度
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
高
橋
の
次
男

の
陽
介
の
こ
と
で
あ
る
。
花
園
に
出
場
可

能
な
高
校

へ
の
進
学
を
希
望
し
、
父
親
の

母
校
の
秋
工

へ
進
ん
だ
。
寒
さ
と
秋
田
弁

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
の
努
力
が
実
を
結
び
、

３
年
生
の
第
６４
回
全
国
大
会
で
１６
年
ぶ
り

１４
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
の
で
あ

っ
た
。

父
子
２
代
に
亘

っ
て
の
全
国
制
覇
。
し

か
も
藤
沢
市
の
家
族
か
ら
遠
く
離
れ
た
地

で
果
た
し
た
栄
冠
に
、
高
橋
家
で
は
宿
願

達
成
に
涙
し
た
で
あ
ろ
う
。

高
橋
の
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
情
熱
は
高

校

。
大
学

・
息
子
と
続
い
た
ト
リ
プ
ル
全

国
優
勝
で
も
衰
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

指
導
者
と
し

て
も

「
ラ
グ
ビ
ー

と

い
う
素
晴
ら

し

い
ス
ポ
ー
ツ

と
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

の
精
神
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
」
と

考
え
、
昭
和
４５
年
、
発
起
人
と
し
て

「藤

沢
市
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

立
ち
上
げ
、
同
５８
～
平
成
１２
年
は
３
代
目

校
長
も
務
め
た
。

ま
た
、
平
成
１７
～

２５
年
は
東
京
の

「新

屋
郷
土
会
」
７
代
目

会
長
も
務
め
た
。
ラ

グ
ビ
ー

一
筋
７０
年
で
培
ら
た
フ
エ
ア
プ
レ
イ

精
神
と
、
郷
土
愛
に
も
燃
え
る
堂
々
た
る

紳
士
に
な
っ
て
い
た
。
　

（
の
ば
こ
や
ま
）

華
麗
な
ス
テ
ツ
プ
で
敵
の
防
御
を
掻
い

潜

っ
て
快
走
し
、
西
宮
球
技
場
や
秩
父
宮

ラ
グ
ビ
ー
場
を
沸
か
せ
た
新
屋
の
ラ
ガ
ー

マ
ン
が
い
た
こ
と
を
皆
様
は
ご
存
知
で
し

た
か
？

高
橋
陽
之
助
は
、
昭
和
１１
年
７
月
２７
日
、

南
新
町
で
高
九
酒
造

（賓
生
）
を
営
む
高

橋
九
郎
左
衛
門

・
ヨ
シ
夫
妻
の
三
男
と
し

て
誕
生
。
８
人
兄
妹
の
３
番
目
だ

つ
た
。

日
新
小
時
代
は
車
や

飛
行
機
の
テ
ス
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
を
夢
見
る
少
年

で
、
人
前
に
出
た
り
、

話
を
す
る
こ
と
が
大
の
苦
手
な
生
徒
で

あ

っ
た
ｃ

５

・
６
年
生
の
頃
、
校
長
先
生
に
言
わ

れ
て
出
場
し
た
県
内
小
学
校
陸
上
競
技
会

の
走
り
幅
跳
び
で
２
位
と
な
り
、
全
校
朝

礼
で
発
表
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
目
覚

め
だ

っ
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
競
技
は

中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
知
ら
な
か

つ
た
。

昭
和
２４
年
、
日
新
中
入
学
と
同
時
に
町

内
の
藤
澤
浩
先
輩
に
誘
わ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
に
入
部
。
放
課
後
の
練
習
、
練
習
後

の
コ
ー
ト
整
備
、
早
朝
練
習
等
々
、
藤
澤

先
輩
の
公
私
に
亘

っ
て
の
指
導
は
、
高
橋

に
と

っ
て

「ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
取
組
の
原
点
」

に
な

つ
て
い
っ
た
。

じ

ん
え

つ

振
一現

・
淳
市
の
同
級
生
に
石
和
田
任
乙

と
佐
忠
先
生
が
い
た
。
予
て
か
ら
高
橋
の

俊
足
に
注
目
し
て
い
た
石
和
田
が

「高
九

の
足
の
速

い

『陽
チ
ャ
ン
』
何
と
か
な
ら

ね
が
」
と
佐
忠
に
進
言
。
こ
の

一
言
で
、

秋
田
工
高
を
受
験
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

．

入
学
後
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
、試

合
を
見
学
を
し
た
が
、
調
子
に
乗
り
過
ぎ

て
参
戦
し
、
鎖
骨
を
折
り
、
波
乱
の
第

一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。

家
族
に
は
危
険
な
運
動
は
止
め
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
が
、
自
分
の
意
志
で
継
続
し
、

夏
合
宿
前
の
７
月
か
ら
復
帰
し
た
。

昭
和
２９
年
、
高
校
２
年
に
な
リ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
札
幌
国
体
に
出
場
。
決
勝
で

天
王
寺
高
を
１３
対
０
で
破
り
優
勝
。
札
幌

在
住
の
先
輩
か
ら
大
歓
待
を
受
け
た
。

と
こ
ろ
が
第
３４
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ

ビ
ー
大
会
決
勝
で
は
慶
応
高
に
５
対
６
で

敗
れ
て
し
ま

つ
た
ｃ

こ
の
た
め
３
年
生

の
夏
合
宿
は
地
獄
の

よ
う
な
練
習
と
な
つ

た
が
、
前
年
の
悔
し

さ
が
原
動
力
に
な
り
、
仲
間
と

一
緒
に
乗

り
切
り
、
思
い
出
深
い
合
宿
に
な
っ
た
。

第
３５
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
は
決

ｉ

勝
で
保
善
高
を
１４
対
０
で
破
り
、
初
戦
か

ら
全
て
完
封
勝
利
と
い
う
偉
業
で
全
国
制

覇
を
遂
げ
た
。

高
橋
は
秋
工
時
代
の
自
分
を
振
り
返

っ

て

「
（名
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
）

『新

秋工時代

匡烈Ю颯

饉
Ｌ

Ｌ

1｀は|‐
11

参製醐団難始


